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師走に入り本校日本語講師も慌ただしく走り回る日々が続いています。そんな中、先日は、早朝の研修センターの中庭

で、インドネシアからの実習生の皆さんが、自分の吐く息が白くなるのを見て、大喜びで「すごいです、すごいです！」

と、寒さを忘れて、感動し合っているのを見かけました。私たち日本人にとっては、何気ない日常も、来日間もない実習

生の皆さんにとっては、新鮮な出来事の連続なんだと実感しました。本校では例年通り、年末は 31 日（金）まで、新年

は 1 月 2 日（土）より日本語指導を行なってまいります。実習生の皆さんの新鮮な気持ちに負けぬよう、日本語講師、ス

タッフ一同、常に実習生の皆さんの「今」を大切にする気持ちで、実践的な日本語会話力の育成に取り組んでまいりたい

と思います。 
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今月は中国からの実習生、陳さんを紹介します。彼は中国からウクレレ持参で来日し、クラスで
は自慢の演奏と歌を披露してくれました。 

 

 普段は音楽とギターが大好きです。でも、ギターを日本に持ってくるのは、不便だから、日本へウクレレ
を持ってきました。ウクレレは、まだあまり上手ではありません。日本でもっと練習したいです。（陳雷） 

 

今回のあじけんスコープは、来年 1 月 1 日から実施させて頂くことにな 

った実習生の皆さんの「公共交通機関などを利用した小山市外への外出の 

禁止」と、受入団体様からの承認に基づく「外出許可」の運用について、 

ご説明させていただきます。 

実習生の皆さんの小山市以外への外出を禁止にすることになった経緯に 

ついては、前回のあじけんスコープ（Vol.37）で詳しくお話させて頂いた 

通りです。実際の運用に当たっては、先ず申請書（右写真）に、実習生が 

必要事項を記入し、本校の窓口に提出します。その申請書を本校から当該 

実習生の受入団体様へＦＡＸさせていただきます。そして、承認したもの 

を本校（アジア研修センター宛）に再ＦＡＸしていただいた時点で、「外出 

許可」を出すことになります。なお、この申請書は、本校ホームページから 

もダウンロードできますので、受入団体様のご都合で、週末等を利用してに 

実習生を小山市外に引率するような場合にも、是非ご活用ください。 

なお、この新しい規則について、現在入寮中の実習生に対しては、12 月 

24 日に本校を会場として実施予定の法的保護講習会を利用して、各国の母 

語通訳を通して、一斉にその趣旨と実施方法を伝達いたします。その後来日してくる実習生の皆さん対して

は、原則として入寮当日か翌日に行なわれている入寮オリエンテーション（生活指導）にて、新しい指導項  

目として周知の徹底を図っていきたいと考えております。 
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～会話テストデータから見える日本語指導の成果と課題～ 

 

 

 

 

 

※当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご

覧になれます 

 

 

今月は、今年１年間（１月～１０月末まで）の会話テストの結果を集計したデータをご紹介します。 

上のグラフから、講習開始時に実施している会話テストでは、実習生の約８割（77%）のが E レベル（ゆっく

り話された基本的な内容の質問であれば何とか応じることが出来るレベル）、もしくは E レベルにも満たない

E－（イー・マイナス）レベルの判定を受けていることが分かります。そして、講習修了時の会話テストでは、

その割合が約 5 割（46%）にまで減り、D レベル・C レベル・B レベルの割合がそれぞれ 42％、11%、１%に

アップしていることが分かります。このように全体的には、実習生の皆さんの努力の成果が見て取れます。し

かし、個々の実習生の会話力を見ると、全体の 46％の実習生が、E レベル以下、つまり、ゆっくり話された

基本的な内容の質問にしか応じることが出来ないか、それすらも出来ないレベルのまま、技能実習を開始して

いることになります。本校では、D レベル（基本的な内容の指示や質問であれば、自然な速度の日本語で問い

掛けられてもスムーズに応じることが出来るとされるレベル）を、技能実習を安全かつ円滑に行うために最低

限必要な会話レベルと位置づけておりますので、これからも、１人でも多くの実習生が D レベル以上の会話

力を身に付け、技能実習をスタートできるように、日本語講師・スタッフ一丸となって、全力投球で、実習生

の皆さんの日本語学習をサポートしていきたいと思いす。 

※なお、来日前の日本語学習期間が 1 年～2 年半と長期間のホテル実習生と、企業単独型の特別カリキュラムで講習を行なっている実習生のデ

ータは、基礎データに含まれておりません。 
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